
立山を開いた伝説の人物　佐伯 有頼（さえき ありより）
万葉集を編さんした　大伴 家持（おおとも の やかもち）
越中出身の算博士　三善 為康（みよし の ためやす）
倶利伽羅で平氏を破った　木曽 義仲（きそ よしなか）
鎌倉時代の名刀工　郷 義弘（ごう の よしひろ）
戦国時代の富山城主　佐々 成政（さっさ なりまさ）
高岡の町を開いた　前田 利長（まえだ としなが）
富山売薬を奨励した　前田 正甫（まえだ まさとし）
加越能の地図を作った　石黒 信由（いしくろ のぶよし）
用水工事と開拓を進めた　椎名 道三（しいな どうさん）
北陸に西洋医学を広めた　黒川 良安（くろかわ まさやす）
藩校や私塾で活躍した教育者　岡田 呉陽（おかだ ごよう）
ばんどり騒動を率いた　宮崎 忠次郎（みやざき ちゅうじろう）
銀行や保険会社を設立　安田 善次郎（やすだ ぜんじろう）
シベリアを横断　嵯峨 寿安（さが じゅあん）
伏木港の発展に尽くした　藤井 能三（ふじい のうそう）
京浜工業地帯生みの親　浅野 総一郎（あさの そういちろう）
日本美術を海外に紹介　林 忠正（はやし ただまさ）
世界的に活躍した生化学者　高峰 譲吉（たかみね じょうきち）
富山県誕生に力を尽くした　米沢 紋三郎（よねざわ もんざぶろう）
富山県初の鉄道敷設に尽力　大矢 四郎兵衛（おおや しろべえ）
電力富山の基礎を築いた　初代 金岡 又左衛門（しょだい かなおか またざえもん）
貧しい人々の実態を報じた　横山 源之助（よこやま げんのすけ）
剱岳登頂を成功させたガイド　宇治 長次郎（うじ ちょうじろう）
国語の文法をまとめた　山田 孝雄（やまだ よしお）
尾崎紅葉に学んだ小説家　三島 霜川（みしま そうせん）
県内初の私立幼稚園を設立　亜武巣 マーガレット（あむす まーがれっと）
無敵といわれた名横綱　太刀山峰右衛門（たちやま みねえもん）
音楽教育の発展に尽くした　福井 直秋（ふくい なおあき）
「コクヨ」ノートの生みの親　黒田 善太郎（くろだ ぜんたろう）
鉄鋼業とホテル業で成功　大谷 米太郎・竹次郎（おおたに よねたろう・たけじろう）
定置網漁を広めた　堀埜 与右衛門・酒井 光雄（ほりの よえもん・さかい みつお）
日本と中国を結んだ　松村 謙三（まつむら けんぞう）
ナイチンゲール記章を受けた　大野 ヨリ（おおの より）
プロ野球やテレビ放送をスタート　正力 松太郎（しょうりき まつたろう）
伝説を基に童話を作った　大井 冷光（おおい れいこう）
旧制富山高校の設立資金を寄付　馬場 はる（ばば はる）
「砂防の父」といわれた　赤木 正雄（あかぎ まさお）
富山と世界を見つめた小説家　翁 久允（おきな きゅういん）
世界初のテレビの公開実験　川原田 政太郎（かわらだ まさたろう）
人間国宝の陶芸家　石黒 宗麿（いしぐろ むねまろ）
立山黒部アルペンルートを開設　佐伯 宗義（さえき むねよし）
テレビのアンテナを開発　宇田 新太郎（うだ しんたろう）
黒部西瓜の新品種を開発　伊東 森作（いとう もりさく）
新種小麦で食糧問題を改善　稲塚 権次郎（いなづか ごんじろう）
富山県初の女性医学博士　佐藤 やい（さとう やい）
チューリップ栽培に一生をささげた　水野 豊造（みずの ぶんぞう）
福光で暮らした板画家　棟方 志功（むなかた しこう）
ファスナーの「YKK」を設立　𠮷田 忠雄（よしだ ただお）
出版社を創業した国文学者　角川 源義（かどかわ げんよし）
国際的な視野をもつ文学者　堀田 善衞（ほった よしえ）
コンピュータでみんなを便利に　金岡 幸二（かなおか こうじ）


